緊急時訪問介護加算の要件と対応
対応後に居宅介護計画の変更が必要となっていますし。
●ポイント
・緊急時とは本人・家族の要請から24時間以内にケアプランに位置づけられていない身体介護を行う場合を言う。
・やむをえない理由で事前にケアマネジャーに連絡が取れない場合でも、事後に必要と判断されれば加算可能。
・現に要した時間ではなく、訪問介護計画に位置づけられた内容の援助を行うのに要する標準的な時間で所定単位数を算定する（20分未満の身体介護でも30分として請求可能。2時間間隔が空かなくても合算不要）。
●利用者対応
・重要事項説明書に記載し、契約（更新）時に説明する。同意があれば、緊急連絡の都度の同意は不要とする。

・利用者宅に緊急時連絡先を大きく書いて貼り出す。
・何が緊急時なのかをはっきりとさせる（以下の内容を明示する）。

※算定要件


利用者やその家族等からの要請を受けて、サービス提供責任がケアマネジャーと連携を図り、ケアマネジャーが必要と認めたときに、サービス提供責任者又はその他の訪問介護員等が居宅サービス計画にない訪問介護（身体介護）行った場合 【100単位／回】








■緊急時とみなされる要件





・身体介護……独居世帯や老老介護世帯で、要介護者が歩けないのに歩こうとしての転倒、ベッドからの転落、座り込んだまま動けない、予測できない失禁の介助清拭等





・急な体調不良……発熱、下痢、嘔吐、痛み、意識混濁、バイタル異常、不穏状態で、医師との連絡や場合によっては通院、救急車の手配など





・寝たきりで全介助または重度認知症で常時見守りが必要な状態なのに、同居家族がやむをえない事情で留守にする場合








